
山行報告書
 山   域 南ｱﾙﾌﾟｽ　東南部　笊ヶ岳
 期   日 2002年10月12日～13日    形     態 1泊2日　
 メンバー リーダ　山本（則） 金原 中根

概念図

 日   程
10月12日 5時旧市民病院--8時30分登山口--９時出発--10時30分広河原--50分発--11時30分山ノ神

45分発--14時05分桧横手山（歩行約5時間、標高差1500ｍ）頂上付近でｷｬﾝﾌﾟ

10月13日 4時起床--5時30分発--7時15分布引山--8時20分笊ヶ岳--9時15分発--10時10分布引山--
11時10分桧横手山--12時発--13時20分広河原--50分発--15時25分駐車場--ビラ雨畑（温泉）
20時30分岡崎着 （歩行約8時間）

 感   想
　笊ヶ岳は南ｱﾙﾌﾟｽ南東部に位置し、南ｱﾙﾌﾟｽおよび富士山の展望適地として知られています。しかし周辺に小屋
が無く登山口の標高が低いこともあり敷居の高い山ですが、最近の200名山ブームの影響か多くの登山者に行き会
いました。インターネットで調べた山行報告では、桧横手山は2張程度のﾃﾝﾄｽﾍﾟｰｽしかないことが記述されており
心配して登りましたが、幸いにも先行のパーティーはさらに上の布引山のﾃﾝﾄ場を目指したようで、頂上標識のすぐ
隣に良いｽﾍﾟｰｽを確保できました。今日は広河原からﾃﾝﾄ場まで標高差1100ｍの急登中々手ごわいルートでした。
　13日は4時に起床しましたが、明るくなるまで出発を待ち5時30分発、ここから布引山までも急登ですが装備が軽い
為快調に高度を稼ぎ頂上に到着しました。頂上のすぐ北には、4-5張のﾃﾝﾄｽﾍﾟｰｽがありここからの富士山の展望
は素晴らしいものがありました。またここから約1時間で目的の笊ヶ岳で布引山との標高差は100ｍ程度ですがこちら
の頂上は這松帯に入り展望が利くのが特徴です。今日も快晴でまさに360度の展望、真近の鬼富士だけでなく
光る駿河湾、北岳、仙丈まで展望できました。紅葉を期待して行きましたが、関東を通過した台風の影響か、広葉樹
の落ち葉が目立ち残念な結果と成りました。桧横手山のｷｬﾝﾌﾟ地からに西5分くらいに水場の標識がありますが、
そこからかなり下る必要がありそうで、水は持参した方が良いと思います。


